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「市場形成力」とは

経済産業省では、カーボンニュートラル等の社会課題解決を新しいビジネスの機会と捉え、
ルールメイキングを活用し、新たな市場を形成する力を、「市場形成力」と定義しています。
「市場形成力」は、以下３つの能力から構成されると考えています。

1

市
場
形
成
力

アジェンダ

構想力

ルール

形成力

社会課題

解決力

「アジェンダ構想」とは、自身のミッションや中長期的な社会的・経済的インパクト等を踏まえて戦略的にア
ジェンダ設定を試みつつ、当該アジェンダに内在する社会課題を解決する手段の事業化と、当該事業が市
場で価値として評価されるために必要な仕組みづくりとを有機的に連関させることで、社会課題解決と事業
の持続可能性を両立させる市場形成のストーリーを構想・設計する取組を指し、アジェンダ構想に資する
能力を「アジェンダ構想力」という。

「社会課題解決力」とは、専門人材、技術・アイデア、ノウハウ・経験や、課題解決を推進する体制・組織
内方針等、設定したアジェンダ（社会課題）の解決に資する事業を遂行するために必要な能力やアセッ
トをいう。

「ルール形成」とは、遠心力・求心力を発揮することで、多様なステークホルダー間のコンセンサスの形成を通
じてルール（規制、規範、規格、その他基準・認証等。下記が具体例。）を策定し、かつ、他者が当該
ルールに従わざるを得ない（又は従うことで得が生じる）環境を構築する取組を指し、ルール形成に資する
能力やアセットを「ルール形成力」という。

遠心力

求心力

「遠心力」とは、ルール形成力の構成要素の１つであり、プロジェクトの活動に関心を持つ他法人・
団体に向けた情報発信、イベント登壇や意見交換等の取組を通じて、本プロジェクトの活動目
的やその価値を対外的に伝搬させる能力をいう。

「求心力」とは、ルール形成力の構成要素の１つであり、プロジェクトの活動目的やその価値に共
感する他法人・団体を引き寄せ、継続的な活動（意見交換に留まらない連携・協働）につなげ
る等、本プロジェクトの目的達成に向けて、協力関係で結ばれたステークホルダーを増やす能力
をいう。
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ルール形成（ルールメイキング）のプロセス

⚫ ルールを作るには、①新たな市場創りに共感する仲間を集め、②新たな市場創りに必要なルール
を具体化し、③ステークホルダーを巻き込み、コンセンサスを得ることで初めて成し遂げられます。

ルールの原案開発共感する仲間集め コンセンサス ルールの形成

情報の訴求・発信を通じ、目指す市
場イメージに共感する仲間を誘引

◼ 市場が形成されることで得をするメン
バーの巻き込み

◼ 社会課題解決の意義に共感するメン
バーの呼び込み

◼ 反対するメンバーに対する大義名分を
用いた説得

◼ フォーラム等による組織化

必要なルールを特定し、
ルール形成の方針を精査

◼ どのようなルールを開発するか
◼ 取り組む目的は何か
◼ ルールの適用範囲はどこか
◼ 関連するステークホルダーは誰か
◼ どのようにアプローチするか

重要なステークホルダーと
ルール原案に関する
コンセンサスを得る

他者がルールに従わざるを得ない
又は従うことで得が生じる

外部環境を形成

◼ 各国の規制への引用
◼ 主要企業の調達基準への引用
◼ 社会規範への昇華
◼ 市場参入に不可欠な認証制度の構
築 など

ルール形成に求められる活動

ルール形成に必要となる要素

ルール形成を支える体制 遠心力関連の取組 求心力関連の取組

◼ 組織的なルール形成の方針
◼ ルール形成に必要なリソースを用意し、その活動
をサポートする制度・体制の整備（経営陣の理
解、責任者の任命、人材育成体制など）

◼ プロジェクトが実現する社会課題解決の価値の対
外的発信（レポート・イベント登壇など）

◼ ルール形成の経験（ルール形成プロセスの完走
経験、ルール形成の主導経験など）

◼ 技術やアイデアのオープン化による仲間づくり

◼ プロジェクトが実現する社会課題解決の価値に共
感したステークホルダーやメディアによる賛同の情
報発信

◼ プロジェクトに賛同するステークホルダーとの連携
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（参考）ルール形成に必須の遠心力と求心力

⚫ 遠心力とは、プロジェクト実施主体が、どれだけトライセクター（企業・政府・NPO/NGO）の各主
体へ働きかけを実施しているか。

⚫ 求心力とは、トライセクターの各主体が、どれだけプロジェクトに共感・参加してくれているか。

遠心力のイメージ 求心力のイメージ

組織・

プロジェクト

プロジェクト実施者がトライセクターの各主体へどれだけ接触し、
どの程度プロジェクトの価値を伝える活動を実施しているか

Private sector

競合企業

サプライヤー企業

ユーザー企業

業界団体

NGO

地域住民

消費者団体

NPO

労働者団体

国際機関

政府機関

コンソーシアム フォーラム

地方自治体

地方議員

シンクタンク

大学

国会議員

組織・

プロジェクト

Private sector

トライセクターの各主体がプロジェクトにどれだけ共感し、
どの程度プロジェクトに参加してくれているか

国際標準化機関

NGO

地域住民

消費者団体

NPO

労働者団体

国際機関

政府機関

地方自治体

地方議員

大学

国会議員

国際標準化機関

競合企業

サプライヤー企業

ユーザー企業

業界団体

コンソーシアム フォーラム

シンクタンク



市場形成力指標Ver.2.0の開発について

市場形成力指標 Ver1.0 （2021年4月公表）

プロジェクトごとの市場形成力を可視化する

⚫ 2021年4月には、プロジェクトごとの「市場形成力」を測る指標として「市場形成力指標
Ver1.0」を開発しました。

⚫ 今般、この「市場形成力指標ver1.0」を再構成し、また、企業自体の「市場形成力」を
測る指標と併せて、「市場形成力指標Ver2.0」を開発しました。さらに、市場形成を実
践するためのガイダンスも発表しました。

4

市場形成力指標 Ver2.0 （2022年3月公表）

市場形成力指標（企業版）
組織としての市場形成力を可視化する（次頁以降で詳細を説明）

市場形成力指標（プロジェクト版）
プロジェクトごとの市場形成力を可視化する（Ver1.0の利便性向上）

市場形成ガイダンス （2022年3月公表）

ルール形成型市場創出を企業で実践していただくための手引き
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（参考）市場形成力指標（企業版）の評価の視点について

⚫ 企業版市場形成力指標は、①ルールを活用して市場形成を行う企業が備えるべき共
通の組織能力と、②市場形成のアプローチ（成功パターン）ごとに整理された、求めら
れる組織能力の２つの観点から、評価しています。

市場形成力の構成要素 評価する要素

戦略

（マテリアリティ特定、市場形成ストーリー
等）

戦略性

アジェンダ構想力

Asset

社会課題解決力
＋

ルール形成力

市
場
形
成
力

ル
ー
ル
主
導
型
市
場
形
成
の

ア
プ
ロ
ー
チ
・パ
タ
ー
ン
別
組
織
能
力

政策リードによる規制デザイン

成
功
パ
タ
ー
ン
①

規制・基準

業界コンセンサスに基づく
新たな「モノサシ」開発

成
功
パ
タ
ー
ン
③

民間認証・調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

標準化による
イノベーション連携の推進

成
功
パ
タ
ー
ン
②

ﾌｫｰﾗﾑ規格 国際標準

アクション
（共通：経営トップの発信、実行体制等）

共
通
す
る
組
織
能
力

戦略

（マテリアリティ特定、市場形成ストーリー等）

組織力

社会課題解決力

＋
ルール形成力

収益化

• 事業を通じて注力する社会課題
の特定と経営指標への紐付け

• 市場形成の構想・計画
• ソーシャルセクタとの連携
• 経営者の行動・発信
• 社内カルチャーへの浸透

評価の視点

• インテリジェンス機能
• 政策・規制デザインノウハウ
• 政策提言のネットワーク

• 業界リーダーシップ
• 業界・フォーラムでのポジション
• 規格・標準策定の能力

• 業界リーダーシップ
• 業界・フォーラムでのポジション
• ルールの実効性担保の仕組み
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市場形成の主要成功パターン

ルールメイキングによる市場形成の主要成功パターンには、①政府の規制をデザインすること、
②標準化、③新たな価値を定義する民間認証・調達ガイドラインがあると考えています。

該当する市場形成事例

◼ インバータエアコン市場形成 ： ダイキン

➢ トップシェアを誇る現地企業を巻き込み、省エネ推進に
苦慮する海外（中国）政府の政策形成をリード

➢ エネルギー効率の高いインバータエアコンに有利となる
省エネ基準改正を実現

◼ 各国政府の規制の策定／
改正を通じ市場形成を推進
する取組

概要

企業 業界 政府

規制・基準

市民
社会

◼ モバイルヘルスケア市場形成 ： Apple

➢ 医療情報交換の国際規格（フォーラム規格等）の開発に
関与し、当該規格と連携したAPIを開発・公開

➢ 多様な開発者が各種医療データを活用してヘルスケア
アプリを開発・提供できる環境を整えたことで、パーソナ
ライズされたモバイルヘルスケア・ソリューションが充実

◼ 標準化による技術や製品・
サービスの互換性担保や
技術基盤構築により、多様な
事業者が参画する市場形成を
推進する取組

企業 業界 政府

ﾌｫｰﾗﾑ規格 国際標準

市民
社会

◼ サステナブル・パーム油市場形成 ： Unilever

➢ 環境・人権等を侵害しない持続可能なパーム油生産を
グローバルに呼びかけ、業界団体を設立

➢ サステナブル・パーム油の認証基準を開発・策定し、
認証済みパーム油の調達を促進

◼ 新たな価値の定義に基づく
調達基準や認証の適用に
よる市場形成を推進する取組

企業 業界 政府

民間認証・
調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

市民
社会

政策リードによる
規制デザイン

規制・基準
成
功
パ
タ
ー
ン
①

標準化による
イノベーション
連携の推進

ﾌｫｰﾗﾑ規格 国際標準成
功
パ
タ
ー
ン
②

業界コンセンサス
形成による新たな
「モノサシ」開発

成
功
パ
タ
ー
ン
③

民間認証・調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
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（参考）市場形成に必要な組織能力
企業が保有すべき組織能力企業行動の在り方 調査票での設問

• 社会における存在意義を
基礎として

• “わが事”とする社会課題を特定し

• 「市場形成」の必要性を踏まえ

•ルール作りによる
市場形成を構想

• 社会の機運を醸成しつつ

• 社内一枚岩となり

• 社会課題解決主体としての
正統性をもって

•長期的目線で戦略を実行

•時機を見据え

• 公的枠組みの特殊性を
踏まえつつ

• 当局を導く

• 正統性（当該分野での存在感）を以て

• 社会課題に関する
業界の共通認識を形成し

• 規格策定／標準化をリード

• 正統性（当該分野での存在感）を以て

• 社会課題に関する
業界の共通認識を形成し

• 規範を示したうえで

• 遵守の仕掛けを構築する

• 形成した市場から自社収益を確保

政策リードによる
規制デザイン

成
功
パ
タ
ー
ン
①

規制・基準

標準化による
イノベーション
連携の推進

成
功
パ
タ
ー
ン
②

ﾌｫｰﾗﾑ規格 国際標準

業界コンセンサス
形成による新たな
「モノサシ」開発

成
功
パ
タ
ー
ン
③

民間認証・調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

戦略

アクション

共
通
評
価
項
目

ア
プ
ロ
ー
チ
・
パ
タ
ー
ン
別
評
価
項
目

共
通 収益化

• サステナビリティ部門等がマテリアリティのKPIを事
業部の経営指標と結び付けモニタリングしているか

サステナビリティ部門による事業リード

• 社会課題解決に資する規格・認証を自社サプライ
チェーンにおけるルールに取り込んでいるか

ルールの実効性担保の仕組み

業界団体・フォーラムでの主要ポジション • 業界団体の幹事など主要ポジションを担っている
か（特に規制・標準化分野委員長など）

• 重要事業が属する業界において、トップ3以内の
シェア、［10年］以上の事業継続等あるか

業界ルール形成のリーダーシップ

• 重要事業が属する業界において、トップ3以内の
シェア、［10年］以上の事業継続等あるか

業界ルール形成のリーダーシップ

• ISO/IEC等の規格策定/標準化専門人材は豊富か規格策定／標準化ノウハウ

• 業界団体の幹事など主要ポジションを担っている
か（特に規制・標準化分野委員長など）

業界団体・フォーラムでの主要ポジション

政策形成・規制デザインのノウハウ • 国内外の政策形成へのアプローチに精通した人
材は確保しているか

政策動向インテリジェンス機能
• 政策動向を適時に経営陣にインプットする組織／
専門家（社内・社外問わず）はあるか

政府当局への政策提言ネットワーク
• 国内外政府への政策提言実績（政府委員会での
発表、海外の議会公聴会での提言等）はあるか

ルール形成の実行組織 • ルール形成を担う常設組織等はあるか

NPO/NGOとの連携実績
• 社会課題解決のためのNPO/NGO連携（定期的な
対話・共同事業）の実績／計画はあるか

経営トップのコミットによる
社内浸透・カルチャー醸成

• 経営トップが社内にストーリーを浸透させるコミュ
ニケーションツール・仕組みはあるか

経営トップによる対外発信／啓発実績 • 世論の醸成、及び業界内での社会課題解決への
意識向上に向けたメッセージ発信はあるか

• 市場形成を自社の収益につなげる計画はあるか新市場からの収益化計画

• 事業方針説明資料等にTAM関連の記載あるか
（例：自動車市場のための「都市化」指標など）

市場規模を踏まえた経営

市場形成ストーリー • ルール形成を通じて新たな市場を創造する構想・
計画はあるか

マテリアリティ特定 • マテリアリティ（重要社会課題）が特定されており、
CSR（コスト）以外の要素で語られているか

• 存在意義（パーパス）、実現に向けたビジネス
モデル等を定義しているか

パーパス起点の経営
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（参考）評価の考え方

市場形成に必要な「戦略」・「アクション」について共通×パターン別のスコアを算出した上、
収益化の見込みを加味して総合評価。

パターン別スコア

1~10
（パターン①）

1~10
（パターン②）

1~10
（パターン③）

共通項目スコアⅠ

1～100

◼パターン①部門：
1～1,500

◼パターン②部門：
1～ 1,500

◼パターン③部門：
1～1,500

総合評価

1~10

1~10

共通項目スコアⅡ

1～1.5

戦略

（マテリアリティ特定、市場形成ストーリー等）

ル
ー
ル
主
導
型
市
場
形
成
の

ア
プ
ロ
ー
チ
・パ
タ
ー
ン
別
評
価
項
目

政策リードによる規制デザイン

成
功
パ
タ
ー
ン
①

規制・基準

業界コンセンサスに基づく
新たな「モノサシ」開発

成
功
パ
タ
ー
ン
③

民間認証・調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

標準化による
イノベーション連携の推進

成
功
パ
タ
ー
ン
②

ﾌｫｰﾗﾑ規格 国際標準

アクション

共
通
評
価
項
目

収益化

共
通
評
価

項
目

戦略
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（参考）スコアリングの方法

各項目のスコア（点数）について、重要な項目に傾斜をつけつつ配点・換算し、パターン毎に総合評
価を算出。

単一選択
／複数選択評価項目

市場形成ストーリー、経営トップの
アクションに重きを置いて配点

各項目の評価 傾斜配点換算 共通・パターン別スコア換算 総合評価算出

共
通
項
目

ス
コ
ア

共
通
評
価
項
目

ア
プ
ロ
ー
チ
・パ
タ
ー
ン
別
評
価
項
目

成
功
パ
タ
ー
ン
①

成
功
パ
タ
ー
ン
②

成
功
パ
タ
ー
ン
③

戦
略

ア
ク
シ
ョ
ン

市場形成ストーリー

市場規模を踏まえた経営

業界ルール形成のリーダーシップ

サステナビリティ部門による事業リード

ルールの実効性担保の仕組み

業界団体・フォーラムでの主要ポジション

業界ルール形成のリーダーシップ

業界団体・フォーラムでの主要ポジション

規格策定／標準化ノウハウ

経営トップのコミットによる社内浸透・カルチャー醸成

ルール形成の実行組織

NPO/NGOとの連携実績

経営トップによる対外発信／啓発実績

政策動向インテリジェンス機能

政府当局への政策提言ネットワーク

政策形成・規制デザインのノウハウ

新市場からの収益化計画
収
益

化
共
通

1~10
（パターン①）

1~10
（パターン②）

1~10
（パターン③）

1~10

1~10

0～10

0～20

0～20

0～10

0～20

0～10

0～10

0～10

0～10

0～10

0～10

0～10

0～10

0～10

0～10

0～10

1~100
共
通
項
目
ス
コ
ア

パ
タ
ー
ン
別
項
目
ス
コ
ア

◼ パターン①部門：
1～1,500

◼ パターン②部門：
1～1,500

◼ パターン③部門：
1～1,500

総
合
評
価

マテリアリティ特定 0～10単一／複数

単一／複数

単一／複数

複数

単一／複数

複数

単一／複数

複数

複数

単一／複数

複数

複数

単一／複数

複数

複数

単一／複数

複数

複数 1～1.5

Ⅰ

パーパス起点の経営 0～10単一

Ⅱ


